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学 位 論 文 内 容 の 要 旨

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

West 症候群（WS）は年齢依存性てんかん性脳症の一つであり、副腎皮質刺激ホルモン

（ACTH）療法が最も有効であるが、半数近くの患者が再発する。我々は定期的な脳波所見

を用いて ACTH 療法後のてんかん性スパズムの再発予測因子を探求した。 
39 例の WS 患者（潜因性 8 例、症候性 31 例）が対象であり、16 例で ACTH 療法後にス

パズムが再発し（再発群）、23 例は再発しなかった（非再発群）。基礎疾患や ACTH 療法終

了後のてんかん発射の存在が発作予後に関係するかを検討するために生存曲線を使用した。

ACTH 療法終了直後では、基礎疾患のみが発作予後に関連し(p = 0.003)、early stage（ACTH
療法終了 1 か月後）ではてんかん発射の存在のみが発作予後に関連していた(p = 0.001)。症

候性 WS に限って同様の統計学的分析を行ったところ、early stage でてんかん発射のない症

例は有意に発作抑制率が高かった(p = 0.0091)。ACTH 療法後の定期的な脳波検査がスパズム

の再発予測に有用であることが示された。 
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